
検討の進め方（案） 
 
１．検討の範囲 
 

「災害に係る住家の被害認定基準運用指針（以下「運用指針」と

いう。）」の改訂も視野に入れて、以下の項目について検討を行う。 
 
①運用指針の構成 
②部位別構成比 
③損傷程度の区分 
④損傷の例示 
⑤調査・判定フロー 
⑥住家被害調査表 
⑦応急危険度判定等との技術的連携 

 
２．検討体制 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※損害割合ＷＧ：１の検討項目のうち①～④について検討作業 
 調査方法ＷＧ：１の検討項目のうち①及び⑤～⑦について検討作業 

被害の実態に即した住家被

害認定の運用確保方策に関

する検討会 

 

各ＷＧの検討作業の結果を

踏まえ、運用指針の見直しを

行う。 

損害割合ＷＧ 

 

運用指針のうち、被害程度を判定する

ための損害割合の算定に関する部分

（部位別構成比、損傷程度の例示等。

以下「損害割合算定方法」という。）

に係る検討作業を行う。 

調査方法ＷＧ 

 

分かり易い調査表の作成、応急危険度

判定等との連携など被害認定の調査

方法（以下単に「調査方法」という。）

に係る検討作業を行う。 

連
携

資料５ 



３．検討スケジュール 
 

【第１回 検討の趣旨と被害認定の運用状況】 
・検討の趣旨 
・被害認定の運用状況（運用指針に係る課題、地方公共団体等によ

る独自の取り組み 
・検討の進め方（検討の範囲、検討体制、スケジュール） 等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【第２～３回 運用指針改訂案の検討】 
・運用指針等に関する課題への対応検討 
・運用指針改訂案の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
【第３～４回 運用指針改訂案の検討（・取りまとめ）】（来年６月頃） 
・運用指針改訂案の検討（・取りまとめ） 
 

＜ＷＧによる検討作業＞ 

＜パブリックコメント・関係府省庁への照会＞ 

＜必要に応じてＷＧによる検討作業＞ 
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